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背景
• OSSエコシステムの発展には, 企業間のコラボ
レーションが⾮常に重要

• OSSエコシステム内での企業のコラボレーショ
ンに焦点を当てた研究は少ない

•密接な協⼒関係にある企業もあれば, ほとんど
交流のない企業もある[52, 86]. この現象の理由
はまだ研究されていない
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⽬的
•⼤規模なOSSエコシステムにおいて, 企業がど
のようにコラボレーションしているかを理解す
ること
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アプローチ
• OpenStackのバージョン管理データを使って,企
業の共同作業を定量化

•クラスター分析を⽤いて, 企業間の協⼒関係や
企業のプロジェクトへの貢献度を表すネット
ワークを作成
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Open Stack

• クラウドコンピューティング・プラットフォームを構
築・管理するためのOSSプロジェクトの集合体

• 2,000万⾏以上のコードで構成され, 194カ国の10万⼈以
上の貢献者, 600社以上の企業からサポートを受けてい
る(2019年7⽉時点)

• 活発で成熟したエコシステムであり, 約10 年間にわ
たって活発に開発が⾏われてきたため, ⾮常に⻑いコ
ミット履歴が確保
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リサーチクエスチョン
RQ1 :
企業はどのようにしてOpenStackのプロジェクトに参加し
ているのか

RQ2 : 
OpenStackのエコシステムには, どのようなコラボレーショ
ンのパターンが存在するのか

RQ3 :
エコシステムにおける企業のコラボレーションは, 企業の
⽣産性を向上させるのか
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データセット
• GitHub APIを⽤いて,
2010年7⽉21⽇〜2019年1⽉16⽇のコミットメタデータを
取得

• ボット・アカウントを収集し, これらのアカウントから
送信されたコミットを削除

• 同じ開発者に属する複数の ID をマージする
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データセット
• 開発者の所属先と「開始⽇」,「終了⽇」をOpenStackコミュ
ニティメンバーのリスト[33]を使⽤して特定

• 残りの1割は所属が確認できない開発者については, メール
アドレスを⽬視
ex) redhat.com →企業

gmail.com →ボランティア

8[33] OpenStack Foundation. 2019. OpenStack Foundation: Member Directory. https: //www.openstack.org/community/members/. 



クラスター

• 企業とその企業が参加しているプロジェクトの組み合わせを取得

• 2つの企業とその企業が参加しているプロジェクトの関係を分析
することで, いくつかのコラボレーションパターンを特定
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結果:RQ1

• 企業がOpenStackのプロジェクトに参加する際,いくつかの典型的な組み
合わせが発⽣

• BI戦略をとる企業は, ⾃社のビジネスとOpenStackを統合するためのプラ
グインやドライバーに貢献することが多い

• FSで利益を上げている企業は、デプロイメントツールに貢献することが
多い

• ⼤⼿IT企業を中⼼としたクラスターでは, 企業規模が⼤きく,プロジェク
トも多岐にわたる
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結果 : RQ2

11



結果: RQ2

•競合他社であっても他者とのコラボレーション
を⾏っている

•積極的かつ意図的に⾏われるコラボレーション
もあれば, 受動的かつ偶発的なコラボレーショ
ンもある

•企業によっては, 特にその企業の基本的な製品
や独⾃の関⼼事に特化したプロジェクトでは,
単独で貢献している場合もある
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結果:RQ3

•企業のコラボレーションの度合いと企業の⽣産
性との間に, 正の相関がある

*決定的な理由はまだ不明→今後の課題
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今後の課題
•企業は OSS エコシステム内での⾃分の役割と
⽴場を再確認し,コラボレーションパターンを
利⽤して, ⾃分のコラボレーションネットワー
クと戦略を評価し,さらに発展させることがで
きる
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まとめ
• 多くのプロジェクトで構成されるOSSエコシステムに
おけるコラボレーションのパターンを研究した研究は
少ない

• このギャップを解消するために, OpenStackのエコシス
テムを対象とした研究を⾏った

• OSSエコシステムへの企業の参加が業界の常識になり
つつある中, 本研究の結果は企業のOSS戦略の⼀助とな
る可能性
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所感
•他のOSSのエコシステムについても当てはまる
のか気になった

•コラボレーションの傾向を知っておくと, OSS
が⼊っているのを検出する時に役⽴ちそう
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